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１．研究の目的

東日本大震災に起因する福島第一原発事故による放射線放出・汚染が原因で、農産物と畜産物の出荷規制が相次いでいる。このこ
とにより、「福島県産の野菜、肉」というだけで販売が困難になる、いわゆる「風評被害」にあっており、福島県の農林水産業が大きな危機
に直面している。

このような状況下で、放射線による汚染状況がどの程度なのかを調査し、安全性に問題のないレベルであればどのような販売促進策が
考えられるのかを調査研究するものである。
２．研究の計画・方法
（１）放射線の専門調査研究機関と連携して農家の畑地の土壌検査および果実そのものの放射線検査を行った。
（２）新聞の折り込み広告を活用した首都圏での販売マーケティングに関する調査を実施した。
３．研究経過や結果
（１）販売促進スキーム
福島県の農産物は放射線物質に汚染されているという
情報が流布している以上、科学的データに基づいて安全
性を証明することが必要である。その考えをもとに右図の
ようなスキームを考案した。このスキームは６月に行った
サクランボ出荷に関するもので、７月以降は桃、ナシ、ぶ
どう、りんごなどへと移行しながら１月ぐらいまで継続して
行く。
専門の検査機関である株式会社加速器分析研究所に
委託して農家ごとに果実の放射線検査を行い、その結果
から食品衛生法の基準に合致していることを確認したうえ
で出荷するという内容で新聞の折り込み広告およびHPで
広報を行うなど販売促進活動を行った。
当研究所で組織化した果実農家グループ“フルーツマイ
スタークラブ”の首都圏における販売を目指して、スキー
ム図にあるように６月に「高品質で安全なサクランボの販
売プロジェクト」からスタートした。首都圏において２万２千世帯に対して新聞の夕刊に折り込み広告を行ったところ１カ月の間に合計で

１０６件、金額にして１００万円近い注文があった。これは予想していなかったほどの成果であった。なお、フルーツマイスターは特許庁で
今年認可されたばかりの登録商標であり、当研究所が支援する果実のブランドである。
（２）土壌および果実の放射線検査結果

サクランボの収穫前である５月２７日に福島市上名倉の農地で土壌の検査を行った。資料①にあるように、ヨウ素は検出されなかったが、
セシウムが１３４と１３７の両方合計で１，０９７ベクレル／ｋｇあった。 次に、収穫期の直前にあたる６月６日に、サクランボそのものを研究
所に送付し検査を行ったところ、放射性セシウムが検出されないという結果であった（資料②）

資料① 福島市上名倉のサクランボ畑の土壌検査結果 資料② 同農地で収穫されたサクランボの検査結果 資料③ 別な農地で収穫されたサクランボの検査結果

しかし、他の農地で収穫したサクランボからは、セシウム１３４と１３７が合計で６９ベクレル／ｋｇが検出された（資料③）。
いずれも食品衛生法の基準以下であることがわかった。

４．この研究でわかったこと

安全な食品であることをデータで示すことによって購入に結び付くことがわかった。これは首都圏だけなので、今後、関西圏、九州での
調査も行いたいと考えており、この調査研究の結果により、販売市場の確保につながるという仮説を持っている。
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